
1

第 179 号 (2026 年７・８月号 )

本部 ・ 北信地域センター
〠 381-0024

長野市南長池 761-3
　( 本部 )☎ 026-263-2386
　( 北信 )☎ 026-217-3601

中信地域センター
〠 390-0814

　松本市本庄 2-3-18
　☎ 0263-50-8439

東信地域センター
〠 384-0414

　佐久市下越 612-1
　☎ 0267-78-5070

南信地域センター
〠 399-2102

下伊那郡下條村陽皐 719-1
　☎ 0260-27-3588

第 28 回通常総代会特集　… ２～５

熱中症から身を守るため  ………８

新企画「福祉の専門職」 …………10

長野高齢協　第７次３か年計画  …… 12

長野高齢協 HP

長野県高齢者生活協同組合

かがやきながのかがやきながの
　　　　 ニュース　　　　 ニュース

今号の主な記事

中信地域センター

　松本市本庄 2-3-18
　☎ 0263-50-8439

東信地域センター

　佐久市下越 612-1
　☎ 0267-78-5070

南信地域センター

　☎ 0260-27-3588
長野高齢協 HP

発行●長野県高齢者生活協同組合　発行日● 2026 年７月 10 日

どんなことでも 気軽にお電話ください。

長野高齢協創立 30 周年記念

地区対抗ボッチャ交流大会地区対抗ボッチャ交流大会
　

総
代
会
後
、
昼
休
み
を
は
さ
ん
で

「
地
区
対
抗
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会
」
を

行
な
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で

す
。
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
人
も
多

い
中
、
い
つ
し
か
夢
中
に
な
り
、
投

げ
た
球
が
白
い
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
に

近
づ
く
と
、
大
き
な
歓
声
が
湧
き
起

こ
り
ま
し
た
。　
　

(

４
面
に
感
想)

優
勝
は
南
信
地
域

セ
ン
タ
ー
で
し
た
。

映像で交流大会の
様子を観ることが
できます。

対戦後はハイタッチ

目視で判断できないときは計測

得点成績を集計 理事長から表彰状の授与

白いジャックボールに近づける
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第 28 回通常総代会第 28 回通常総代会
  

3030
周
年
の
節
目　

原
点
に
立
ち
返
り
力
合
わ
せ
て

周
年
の
節
目　

原
点
に
立
ち
返
り
力
合
わ
せ
て

　

第
28
回
通
常
総
代
会
を
６
月
20
日
、

長
野
市
柳
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
活
動
は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
自
主
的
な
活
動
が
活
発
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
地
区
別
総
代
の

つ
ど
い
で
は
、
悪
化
す
る
社
会
情
勢
や

暮
ら
し
を
取
り
巻
く
諸
課
題
が
山
積
す

る
な
か
、
参
加
者
が
積
極
的
に
発
言
さ

れ
る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
昨

今
の
情
勢
の
悪
化
を
我
が
事
と
捉
え
る

方
が
増
え
、
持
っ
て
行
き
場
の
な
い
不

安
を
何
と
か
し
た
い
と
の
発
言
で
あ

り
、
裏
を
返
せ
ば
長
野
高
齢
協
へ
の
期

待
の
表
わ
れ
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
後
、
こ
う
し
た
声
を
活
か
し

た
活
動
を
ど
う
進
め
て
い
け
る
か
が
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き

長
野
高
齢
協
の
存
在
価
値
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
面
で
は
、
諸
物
価
・
燃

料
費
の
高
騰
、
最
低
賃
金
の
大

幅
な
引
き
上
げ
、
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
人
材
確
保
等
、
私
た

ち
の
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

不
安
定
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
事

業
環
境
下
に
お
い
て
も
、
安
定

し
た
人
員
確
保
や
離
職
率
の
低

い
職
場
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

う
し
た
好
事
例
の
共
有
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

【
掲
げ
た
重
点
課
題
に
対
し
て
】

　

〇
生
協
（
協
同
組
合
）
の
理
念
と
存

在
意
義
を
大
切
に
し
た
事
業
活
動
を
行

な
う
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献

と
持
続
可
能
な
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

▽
東
信
：
「
四
季
の
ベ
ン
チ
」
で
は

居
宅
か
ら
の
困
難
事
例
の
相
談
が
増
え

適
宜
誠
実
に
対
応
し
て
お
り
、
事
業
数

値
も
確
実
に
伸
び
ま
し
た
。
存
続
か
廃

業
か
の
決
断
が
迫
ら
れ
、
背
水
の
陣
で

臨
ん
だ
「
米
ち
ゃ
ん
弁
当
」
は
、
東
信

セ
ン
タ
ー
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
経
営

改
善
が
つ
い
に
実
を
結
び
、
数
値
計
画

を
大
き
く
超
え
る
Ｖ
字
回
復
と
な
り
ま

し
た
。

　

▽
北
信
：
各
事
業
所
に
お
い
て
は
、

自
分
た
ち
の
責
任
や
役
割
を
果
た
す
た

め
に
、
皆
が
自
発
的
に
話
し
合
い
、
実

践
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
協
同
労
働
の
職
場
運
営
を
意

識
し
て
き
た
結
果
と
言
え
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
半
数
の
事
業
所
で
剰
余
が
出

て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
経
営
改
善
の

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

▽
中
信
：
「
相
談
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ

ぽ
」
「
か
が
や
き
中
信
」
「
生
活
総
合
支

援
事
業
」
に
お
い
て
は
地
域
へ
の
貢
献

が
進
み
ま
し
た
、
し
か
し
、
「
晴
の
家
」

が
前
身
で
あ
る
「
宅
老
所
か
が
や
き
が

小
松
」
の
活
動
か
ら
20
年
目
と
な
っ
た

今
年
度
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。
「
笹

部
」
の
苦
戦
と
合
わ
せ
て
、
い
ず
れ
も

深
刻
な
人
材
不
足
が
原
因
で
す
。

　

▽
南
信
：
地
域
（
下
條
村
）
と
の
連

携
し
た
活
動
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し

た
。
一
昨
年
は
南
信
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
赤
字
で
し
た
が
、
行
政
と
の
関
係
を

再
構
築
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
事
業
回

復
と
な
り
ま
し
た
。

　

〇
活
動
に
関
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
、

共
に
活
動
し
、
喜
び
、
成
長
で
き
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

▽
東
信
：
総
代
の
つ
ど
い
、
第
10
回

秋
ま
つ
り
、
各
種
講
座
（
連
続
ト
ー
ク

カ
フ
ェ
）
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み

が
行
な
わ
れ
、
組
合
員
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
高
齢
協
の
活
動

を
知
ら
せ
る

機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

▽
北
信
：

毎
月
開
催
し

た
体
操
教
室

に
は
延
べ
108

名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し

た
。
継
続
し

て
開
催
す
る

こ
と
で
、
生

２
０
２
５
年
度
の
ま
と
め

高
齢
者
生
協
総
代
会
開
く

６月 20 日 ( 土 ) 長野市で開催
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▽
東
信
：
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
諸
課

題
に
つ
い
て
は
、
各
種
講
座
等
を
通
じ

て
の
啓
発
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま

た
、
新
規
事
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
が
指
針
を
出
し
て
い

る
「
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
へ
の
参
入

を
模
索
し
ま
し
た
。

　

▽
北
信
：
反
貧
困
ネ
ッ
ト
お
よ
び
き

ず
な
村
に
加
盟
し
、
各
事
業
所
と
連
携

し
な
が
ら
支
援
物
資
や
支
援
金
の
提
供

を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
と
し
て
、
三
陽
地
域
連
絡

会
議
へ
の
参
加
や
南
長
池
地
区
夏
祭
り

へ
の
出
展
参
加
を
行
な
い
、
地
域
住
民

と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

▽
中
信
：
継
続
し
て
行
な
う
フ
ー
ド

バ
ン
ク
の
活
動
や
母
親
大
会
へ
の
参

加
、
社
保
協
主
催
の
学
習
会
へ
の
参
加

な
ど
、
さ
ら
に
地
域
と
の
連
携
が
進
み

ま
し
た
。

　

▽
南
信
：
地
区
町
内
会
、
子
供
会
、

消
防
団
等
、
地
域
と
の
連
携
が
広
が
り

ま
し
た
。
医

療
生
協
や
民

医
連
を
通
じ

て
の
署
名
活

動
（
介
護
保

険

改

悪

反

対
）
の
取
り

組
み
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

▽
全
体
：
そ
の
他
、
労
協
活
用
推
進

協
議
会
、
信
州
協
同
労
働
推
進
ネ
ッ

ト
、
信
州
ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
長
野
県
母
親
大
会
な
ど
、
関
係
諸

団
体
や
各
種
連
合
会
と
の
協
同
が
進
み

き
が
い
、
や
り
が
い
、
健
康
づ
く
り
の

視
点
で
活
動
が
根
付
い
て
き
た
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。
地
域
の
寄
り
場
で
あ
る

桜
枝
町
カ
フ
ェ
で
は
、
定
期
的
に
野
菜

販
売
な
ど
の
企
画
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

▽
中
信
：
組
合
員
懇
談
会
で
は
長
野

高
齢
協
設
立
時
の
映
像
を
視
聴
し
意
見

交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
芽
吹
き
の
会
で
は
、
今
年
度
も
２
回

の
ミ
ニ
サ
ロ
ン
や
初
秋
の
バ
ス
ハ
イ
ク

を
開
催
し
、
新
た
な
参
加
者
も
あ
る
な

ど
、
組
合
員
・
地
域
活
動
が
広
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

　

▽
南
信
：
今
年
で
６
年
目
と
な
っ
た

多
世
代
交
流
の
ワ
イ
ワ
イ
カ
フ
ェ
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
交
流
機
会
を
増
や
す

取
り
組
み
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
下
條
村
で
は
、
村
長
に
よ
る
詩
吟

の
会
、
蕎
麦
打
ち
、
多
世
代
交
流
な
ど

を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と

の
関
係
が
広
ま
り
ま
し
た
。

　

〇
過
去
最
悪
の
介
護
事
業
所
の
倒

産
、
進
ま
な
い
介
護
従
事
者
の
処
遇
改

善
、
医
療
費
負
担
の
増
加
、
世
界
中
で

起
き
て
い
る
戦
争
や
紛
争
、
そ
し
て
日

本
で
進
む
大
軍
拡
な
ど
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
取
り
巻
く
環
境
が
悪
化
の
一

途
を
た
ど
る
な
か
、
関
係
諸
団
体
や
各

種
連
合
会
等
と
協
同
し
て
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
ま

す
。

ま
し
た
。

　

【
仲
間
づ
く
り
・
組
織
強
化
に

つ
い
て
】

　

年
間
を
通
じ
160
名
の
新
た
な
仲
間
を

迎
え
入
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
引
き
続

2025 年度実績および 2026 年度予算

事業高 当期剰余金

2025 年度予算 2025 年度実績 前年比 2026 年度予算 2025 年度実績 前年比

生協法人 492,117 454,738 108.2％ 1,101 △ 19,439 ー

NPO 法人 249,651 243,832 102.4％ 1,869 309 604.9％

総合計 741,768 698,570 106.2％ 2,970 △ 19,130 ー

予算額及び実績の単位は千円

【第 28 回総代会報告】

　６月 20 日（土）、長野市柳町老人福祉センターで開催しました。

　総代 110 人中、100 人の出席（実出席 46 人と書面出席）があり、７つの議案につ

いて審議が行なわれました。採決の結果、すべての議案が賛成多数で承認可決され

ました。

　第１号議案　２０２５年度活動・事業報告承認の件

　第２号議案　２０２５年度決算並びに監査報告承認の件

　第３号議案　２０２５年度損失処理案承認の件

　第４号議案　第７次３か年計画決定の件

　第５号議案　２０２６年度活動・事業方針案並びに収支予算決定の件

　第６号議案　２０２６年度役員報酬決定の件

　第７号議案　議案決議効力発生の件
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き
創
立
当
初
か
ら
の
組
合
員
の
高
齢
化

に
よ
り
亡
く
な
る
方
や
終
活
に
入
ら
れ

る
方
が
増
え
て
お
り
、
脱
退
さ
れ
る
方

が
214
名
あ
り
、
年
間
で
54
名
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

【
事
業
・
経
営
状
況
の
報
告
】

　

〇
事
業
高
目
標
の
到
達
状
況

　

▽
事
業
高
は
、
生
協
法
人
で
は
予
算

比
88
・
８
％
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
予
算

比
99
・
７
％
、
高
齢
協
グ
ル
ー
プ
全
体

で
は
92
・
３
％
に
止
ま
り
、
引
き
続
き

厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

税
引
き
前
の
剰
余
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で

マ
イ
ナ
ス
１
８
８
５
万
１
千
円
と
大
き

な
欠
損
を
出
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

▽
介
護
保
険
事
業
は
、
多
く
の
事
業

所
が
現
場
段
階
で
は
黒
字
を
確
保
し
て

い
ま
す
が
、
計
画
と
の
乖
離
が
進
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
居
宅
介
護
と
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
計
画
比
・
昨

年
比
共
に
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

▽
配
食
事
業
は
、
３
事
業
所
合
計
で

は
大
幅
に
欠
損
を
減
ら
し
、
一
昨
年
の

マ
イ
ナ
ス
732
・
５
万
円
か
ら
マ
イ
ナ
ス

37
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

事
業
所
間
の
差
が
大
き
く
、
一
部
の
事

業
所
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
経
営
改

善
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

▽
生
活
支
援
な
ど
を
行
な
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

事
業
は
、
酷
暑
の
中
で
の
作
業
が
続

き
、
作
業
従
事
者
へ
の
身
体
的
負
担
が

増
す
中
で
す
が
、
収
支
で
は
丁
度
ゼ
ロ

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

▽
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
場
段
階
剰

余
が
予
算
比
100
・
７
％
で
達
成
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
事
業
所
間
で
の
実
績
の

差
が
大
き
く
、
行
政
と
の
折
衝
も
含
め

た
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

▽
講
座
事
業
は
、
年
々
介
護
資
格
の

取
得
希
望
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
新
た
な

連
携
が
進
む
中
で
、
経
営
改
善
に
向
け

て
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
第
７
次
３
か
年
計

画
（
２
０
２
６
～
２
０
２
８
年
）
が
始

ま
る
年
に
な
り
ま
す
。
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
経
営
改
善
を
最
重
点
課
題
と
し
、

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
今
年
度
は
長
野
高
齢
協
創
立
30

周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
今

一
度
「
設
立
宣
言
」
に
立
ち
返
り
、
活

動
や
事
業
に
関
わ
る
み
ん
な
が
力
を
合

わ
せ
、
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

い
き
ま
す
。

　

〇
生
協
（
協
同
組
合
）
の
活
動
や
事

業
を
通
じ
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献

と
持
続
可
能
な
事
業
活
動
を
進
め
ま

す
。

　

〇
組
織
活
動
や
市
民
活
動
に
関
わ
る

一
人
ひ
と
り
が
主
体
者
で
あ
り
、
共
に

活
動
し
、
喜
び
を
共
感
で
き
る
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

〇
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社

会
を
め
ざ
し
、
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
諸

課
題
に
対
し
、
地
域
や
関
係
諸
団
体
、

各
種
連
合
会
等
と
協
同
し
て
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

〇
生
協
（
協
同
組
合
）
の
強
み
で
あ

る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
る
活

動
（
組
織
基
盤
強
化
）
を
進
め
ま
す
。

　

〇
事
業
基
盤
の
再
構
築
を
最
優
先
課

題
と
し
、
経
営
改
善
が
必
要
な
事
業
所

（
業
態
）
を
明
確
に
し
、
期
限
を
設
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
と
改
善
を
速
や

か
に
進
め
て
行
き
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
の
活
動
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　

(

基
調
・
柱)

・障碍者スポーツだと思っていたがすぐに楽しめ、盛り上がれた。

・初めてでしたが楽しかった。

・誰でも気軽に出来るのが良かった。

・センターの交流が出来て良かった。

・初めてでも、スポーツが不得意でも、楽しめて良かった。

・総代会で、このようなレクリェーションも良いなと感じました。

・とても楽しかった。

・親睦を図れてよかった。

・思った以上に盛り上がり、よかった。

・見ているだけだったけど楽しかった。

・他のチームのみなさんとも交流できた。

・楽しく出来た。地区に戻ってもやってみたい。

・楽しくふれあうことができた。またリベンジさせてください。

・はじめてやってみましたが、簡単なようで、なかなかうまくゆかず、

　悔しかった。でも一喜一憂、楽しくふれあうことができた。

〇審判員より

　初めてのボッチャに戸惑う様子も見られましたが、１ゲームずつ重

ねていくうち、戸惑いから白のジャックボールへ少しでも近づけよう

とする真剣な眼差しがとても印象的でした。

　ボッチャ自体が過激な運動量ではないので、仲間の投球をチーム全

体として応援し、ほのぼのとした楽しいひとときを共有したと思いま

す。ボッチャはスポーツですので、勝ち負けはあります。しかし、勝

ち負け以上にお互いのプレーを称賛し、高齢協が目指す大切なコミュ

ニケーションが図れたかと思います。

ボッチャ交流大会に参加して
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長野高齢協　2026 年 第２８回通常総代会アピール

　1996 年 3 月 24 日に創立した長野高齢協は、今年、創立 30 周年の節目の年を迎えました。

「元気な高齢者はより元気に」「ひとりぼっちにならない、しない」「人と地域のお役に立とう」

を合言葉に、「福祉・生きがい・仕事」を担う協同組合を生み出してきた先人たちの願いは、

これからどのように事業と活動を進めていくのかを私たちに深く問いかけています。

　高齢協創立を担った組合員が高齢化し、少子高齢化による人手不足・担い手不足、介護報

酬の低迷、物価高騰による経営への圧迫など、組織運営上の困難を数えれば、枚挙にいとま

がありません。

　このような時代であるからこそ、私たちはどうあるべきか、何をしなければならないのか、

存在意義を真剣に議論し、多くの意見を反映して、「第７次３か年計画」としてまとめ上げま

した。特に、経営の問題は待ったなしのところまで来ています。今総代会での討議と決定を

ふまえ、協同組合としての原則である、共に出資し、日々の事業や活動とともに経営を担う

者として、責任を持って取り組みのスピードを上げていきます。

　昨年 8 月に発表された、長野県の 2023 年の健康寿命は男性が 81.2 歳、女性が 84.9 歳で、

全国１位を 8 年連続で更新し続けています。元気な高齢者が増え、乏しい年金による生活苦

もあり、高齢者が地域や社会の担い手として、ますます活躍する場が必要とされています。

同時に、生活に困難を抱え、孤立や孤独を感じる人も増加しています。

　私たちの主要な事業活動である介護事業は、制度の見直しにより介護報酬が総体的に減額

されています。充分な介護報酬が得られず介護職員の献身的な努力で成り立たせている現状

があり、国の制度ではとても安心して高齢期を過ごすことはできません。

　私たちは、「第７次３か年計画」を道標として、新たな一歩を踏み出し、いつまでも安心で

きる関係性や環境の中で、尊厳をもって、住み慣れた地域で暮らせる地域社会の創造に向け、

新たな歴史を紡いでいきます。

　今、日本が戦争への道を歩みだしたのではないかと危惧する状況が生じています。高市内

閣は、防衛装備完成品の輸出を制限する要件である「救難、輸送、警戒、監視、掃海」の５

類型を閣議で撤廃し、理由を付ければ殺傷性のある武器輸出や共同開発の道を広げてしまい

ました。防衛費を大学などの教育機関につぎ込み武器の研究開発を強化して軍事産業を増強

し、その「障害」となる平和憲法の『改正』へと向かいつつあります。「私からの伝言」には、

「戦争は絶対にしてはいけない」という戦争体験者の強い覚悟が綴られています。私たちは、

その思いを引き継ぎ、不戦の誓いと憲法を守る運動を進めていかなければなりません。

　高齢者一人ひとりを取り巻く生活課題は医療、介護、福祉、制度、平和、人権、環境といっ

た社会課題と深く結びついています。分断と対立から、連帯と協同を地域と社会に広げ、い

のち、健康、平和を守るために、私たちは力を合わせ、粘り強く事業と運動を発展させます。

　2026 年 6 月 20 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県高齢者生活協同組合　第 28 回通常総代会

2026 年度 年間スローガン

くらし、平和、健康を守り、
地域で全世代とともに歩む高齢協

候補のなかから全総代参加の投票で選ばれました。

総代会アピール
を映像で見るこ
とができます。

スローガンに込められた想いを語り合い、活動に活かして取り組んでいきましょう。
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北

信

中

信

心
を
込
め
た
総
代
会
の
お
弁
当

認
知
症
あ
ん
し
ん
い
き
い
き
学
習
塾

　

「
高
齢
協
総
代
会
の
昼
食
弁
当
を
120

個
、
お
願
い
で
き
ま
す
か
」
。
お
話
を

い
た
だ
い
た
時
点
で
は
様
々
な
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
献
立
や
詳
細
の
計
画

を
始
め
る
と
と
て
も
わ
く
わ
く
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

季
節
感
、
メ
ニ
ュ
ー
の
組
み
合
わ

せ
、
彩
り
、
詰
め
方
の
工
夫
な
ど
考
え

る
楽
し
み
も
お
弁
当
作
り
に
は
あ
る
の

で
す
。
そ
し
て
「
美
味
し
そ
う
」
「
美

味
し
か
っ
た
」
と
食
べ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

　

当
日
は
出
来
上
が
り
の
時
間
が
押
し

て
し
ま
い
慌
て
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ

の
総
力
を
借
り
て
時
間
通
り
に
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
反
省
点
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
に
役
立
つ

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
毎
日
作
っ
て
い
る
の
は
、

高
齢
者
や
調
理
・
買
い
物
に
不
自
由
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
日
替
わ
り
の
献
立
を
考
え
味

付
け
や
調
理
を
工
夫
し
た
家
庭
料
理
を

詰
め
た
お
弁
当
で
す
。
で
き
る
だ
け
お

一
人
ず
つ
の
ご
要
望
に
応
じ
て
手
作
り

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
に
は
な
い

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
利

用
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

高
齢
協
の
配
食
事
業
は
本
当
に
大
切
な

事
業
だ
と
考
え
ま
す
。

　

つ
く
し
の
里
長
野
南
は
現
在
赤
字
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
つ
く
し
の
里
大
豆

島
の
協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
回
復
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
て
い
る
お
客

様
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
と
、
長
く
存
続
さ
せ
た
い
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。
物
価
高
な
ど
苦
し
い
状

況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
つ
く
し
の

里
長
野
南
に
は
今
、
明
る
い
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
に
し
っ

か
り
取
り
組
み
、
仲
間
と
は
助
け
合
い

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
え
る
。
明

る
い
挨
拶
が
聞
こ
え
、
笑
顔
が
溢
れ
る

職
場
。
良
い
仕
事
が
で
き
る
最
良
な
環

境
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
の
強
み
。
こ

の
温
か
な
風
に
乗
り
、
上
昇
あ
る
の
み

で
頑
張
り
ま
す
。

つ
く
し
の
里
長
野
南　

酒
井
理
恵

 

中
信
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
３
年
前
に

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
体
験
す
る
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
認
知

症
に
な
っ
た
場
合
に
起
こ
り
得
る
こ
と

を
Ｖ
Ｒ
（
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

…
仮
想
現
実
）
の
機
材
を
使
っ
て
体
験

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

は
好
評
で
「
家
族
に
も
観
て
も
ら
い
た

い
」
「
こ
う
い
う
観
る
体
験
の
機
会
を

地
域
で
も
っ
と
作
っ
て
、
認
知
症
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
べ
き
」
な
ど
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

継
続
し
て
開
催
を
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
Ｖ
Ｒ
の
機
材
（
デ
ー
タ
を
含
む
）

は
レ
ン
タ
ル
費
用
が
か
か
る
た
め
、
予

算
化
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。

 

何
と
か
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
地
域
お
こ
し
の
事
業
を
行
な

う
団
体
へ
助
成
す
る
長
野
県
の
「
地
域

発
『
元
気
づ
く
り
支
援
金
』
」
と
い
う

制
度
が
あ
り
、
令
和
８
年
度
に
中
信
地

域
セ
ン
タ
ー
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
芽
ぶ
き

の
会
」
で
応
募
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
の
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
広

範
な
地
域
で
実
施
す
る
こ
と
や
次
年
度

以
降
に
発
展
的
に
取
り
組
む
（
多
く
の

人
が
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
も

ち
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
支
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
）
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
認
知
症
あ
ん
し
ん
い
き
い
き
学
習

塾
」
と
し
て
９
・
10
月
に
２
回
シ
リ
ー

ズ
で
実
施
し
ま
す
。

　

１
回
目
は
講
義
形
式
で
認
知
症
に
つ

い
て
学
び
体
験
談
を
聴
き
、
２
回
目
は

Ｖ
Ｒ
に
よ
り
認
知
症
の
体
験
を
し
て
参

加
者
で
意
見
交
換
を
す
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
６
カ
所
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。

　

今
後
、
チ
ラ
シ
等
で
ご
案
内
し
ま
す

の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

内
田
信
幸

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

東
信
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
か

ら
４
回
に
わ
た
り
、
人
生
の
最
終
コ
ー

ナ
ー
の
「
心
が
か
り
」
（
気
が
か
り
）

に
つ
い
て
、
講
座
や
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
経
て
、
勉
強
す
る
な
か
で

法
律
や
制
度
に
基
づ
い
て
、
何
が
必
要

で
高
齢
者
生
協
と
し
て
何
が
出
来
る
か

を
よ
り
深
く
知
ろ
う
と
、
佐
久
市

に
あ
る
山
際
竹
花
司
法
書
士
事
務

所
の
山
際
先
生
に
講
師
を
お
願
い

し
５
月
25
日
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

「
必
ず
迎
え
る
そ
の
時
の
前
と

後
」
と
し
て
「
わ
か
り
や
す
い
終

活
」
を
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
の
参
加
者
は
、
50
名
を

超
え
る
大
盛
況
と
な
り
、
関
心
の

高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

講
師
の
山
際
先
生
は
、
実
際
に

死
後
事
務
を
受
託
さ
れ
て
お
り
、

具
体
的
な
事
例
も
お
り
ま
ぜ
な
が

ら
、
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ご
自
身
で
作
成
さ
れ
て
い
る
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
も
活
用
し
な

が
ら
、
ご
自
身
の
意
思
を
は
っ
き

り
さ
せ
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
法

的
・
制
度
的
な
側
面
か
ら
説
明
さ
れ
、

多
く
の
方
が
メ
モ
を
取
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
質
疑
の
時
間
を
と
り
ま
し

た
が
、
活
発
に
質
問
が
出
さ
れ
、
と
て

も
有
意
義
な
講
演
会
で
し
た
。

　

終
了
後
も
、
「
ま
だ
ま
だ
訊
き
た
い
」

「
あ
ら
た
な
疑
問
も
出
て
き
た
」
と

い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
、
今
回
の
講
演

を
も
と
に
、
今
後
は
み
ん
な
で
気
軽
に

思
い
つ
い
た
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

小
林
雅
典

　

み
ん
な
の
家
下
條
で
は
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
多
彩
な
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
利
用

者
の
み
な
さ
ん
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

優
し
い
歌
声
に
癒
さ
れ
て

　

一
番
人
気
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
小
池

さ
ん
に
よ
る
弾

き
語
り
で
す
。

定
期
的
に
来
所

し

て

い

た

だ

き
、
毎
回
懐
メ

ロ
か
ら
歌
謡
曲

ま
で
幅
広
い
曲

を
披
露
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

ど
こ
か
懐
か
し

い
ギ
タ
ー
の
音
色
と
、
う
っ
と
り
し
て

し
ま
う
よ
う
な
歌
声
は
み
な
さ
ん
を
と

り
こ
に
し
ま
す
。
音
楽
療
法
と
い
う
言

葉
が
あ
る
く
ら
い
音
楽
が
持
つ
チ
カ
ラ

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
演
奏
会
の
あ

と
は
利
用
者
の
笑
顔
が
い
つ
も
よ
り
多

く
感
じ
ま
す
。

　

和
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
大
正
琴

　

お
そ
ろ
い
の
赤
と
黒
の
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
女
性
４
人
組
が
奏
で
る
の
は

大
正
琴
。
和
楽
器
の
雰
囲
気
と
、
西
洋

音
楽
の
ド
レ
ミ
の
仕
組
み
を
合
わ
せ
持

つ
楽
器
で
す
。
み
な
さ
ん
が
演
奏
す
る

「
瀬
戸
の
花
嫁
」
や
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
自
然
と
リ

ズ
ム
を
取
る
利
用
者
さ
ん
で
し
た
。

　

拍
手
喝
采
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　

一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
の
が

手
品
で
す
。
披
露
し
て
下
さ
る
の
は

下
條
村
の
ミ
ス
タ
ー
串
原
さ
ん
で
す
。

ロ
ー
プ
を
使
っ
た
手
品
や
コ
ッ
プ
か

ら
こ
ぼ
れ
な
い
水
の
手
品
に
「
あ
れ
、

ま
ぁ
？
」
と
み
な
さ
ん
驚
き
の
表
情
。

合
間
に
は
、
歌
あ
り
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
あ
り

と
、
芸
達
者
な
マ
ジ
シ
ャ
ン
で
す
。

　

情
感
溢
れ
る
魅
力
的
な
音
色

　

二
胡
は
中
国
の
伝
統
的
な
擦
弦
楽

器
（
指
な
ど
で
玄
を
こ
す
っ
て
音
を
出

す
楽
器
）
で
す
。
人
間
の
歌
声
に
最
も

近
い
楽
器
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
珍
し

い
楽
器
を
目
の
当
た
り
に
し
た
み
な

さ
ん
は
、
と
て
も
興
味
深
そ
う
な
様
子

で
す
。
そ
ん
な
二
胡
を
演
奏
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
下
條
村
内
の
三
人
組
で

す
。
気
品
溢
れ
る
演
奏
と
優
雅
な
時
間

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

　

利
用
者
だ
け
で
な
く
、
職
員
も
楽
し

く
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

清
水
真
実

東

信

南

信

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
感
謝

「心
が
か
り
」
講
演
会
を
開
催
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昨
年(

２
０
２
５
年)

５
～
９
月
、「
熱
中
症
」
に
よ
っ

て
全
国
で
10
万
510
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
過
去

最
高
で
し
た
。
う
ち
57
％
は
高
齢
者
で
す
。
中
等
症
・

重
症
の
人
が
36
％
で
、
117
名
の
方
が
命
を
失
っ
て
い
ま

す
。

　

「
熱
中
症
」
は
高
温
・
高
湿
度
・
日
差
し
・
風
の
弱
さ

な
ど
の
環
境
条
件
に
よ
る
の
で
「
自
然
災
害
」
と
も
言

え
ま
す
が
、
同
時
に
体
の
状
態
（
水
分
・
塩
分
不
足
、

体
温
調
節
機
能
の
低
下
）
や
行
動
（
運
動
・
作
業
に
よ

る
体
内
熱
の
増
加
）
が
原
因
と
し
て
重
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
災
害
」
に
ど
う
対
処
す
る
か
。
環
境

省
は
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ)

を
発
表
し
て
警
戒
を
促
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
参
考
に
し
つ
つ
も
個
人
差
が
大
き
い
の
で
自
ら
「
防
災
」
の
行
動

を
と
り
、
自
分
の
身
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
冷
房
の
活
用
、
炎
天
下

で
の
暑
さ
対
策
や
作
業
の
自
粛
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
自
覚
症
状
に
気
を
配
っ
て
、
症
状
が
進
行
す
る
前
に
手

を
打
つ
こ
と
で
す
。
涼
し
い
所
に
移
動
し
、
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
「
危
険
信
号
」
を
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
す
。

Ⅰ
度(

軽
症)

　

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋
肉
痛(

こ
む
ら
返
り)

、

ど
ん
ど
ん
汗
を
か
く
、
手
足
の
し
び
れ
、
気
分
不
快
感　

Ⅱ
度(

中
等
症)

　

頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
だ
る
さ
、
疲
れ

Ⅲ
度(

重
症)

　

反
応
が
お
か
し
い
、
け
い
れ
ん
、
異
常
な
高
体
温
、
汗

が
出
な
く
な
る

軽
症
の
段
階
で
は
涼
し
い
場
所
に
移
動
し
て
水
を
補
給
を
し
、
様
子
を

見
ま
す
。
中
等
症
の
と
き
は
水
分
補
給
が
で
き
な
い
よ
う
で
し
た
ら
医
療

機
関
へ
向
か
い
ま
す
。
重
症
に
な
っ
た
と
き
は
急
い
で
救
急
車
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。
首
や
わ
き
の
下
を
冷
や
す
な
ど
の
対
応
も
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
が
最
も
救
急
搬
送
の
多
い
時
期
で
す
。
住
居

で
の
発
症
が
38
％
を
占
め
る
こ
と
も
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

理
事
・
赤
十
字
救
急
法
指
導
員　

太
田
秋
夫

注意！めまい 立ちくらみは初期症状
「
熱
中
症
」
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
自
分
の
状
態
を
観
察
す
る

「
熱
中
症
」
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
自
分
の
状
態
を
観
察
す
る

戦
場
で
生
死
を
分
け
た
「
運
」
「
不
運
」

　

も
う
一
つ
、
「
運
」
に
恵
ま
れ
た
話
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
夜
間
、
敗
走
す
る
軍
の
ト
ラ
ッ

ク
に
便
乗
し
て
タ
イ
国
境
ま
で
行
っ
た
ん
で

す
。
そ
こ
に
集
ま
っ
て
い
た
百
数
十
名
の
日

赤
救
護
班
に
、
司
令
部
か
ら
命
令
さ
れ
た
の

は
、
さ
ら
に
南
に
下
っ
た
モ
ー
ル
メ
ン
へ
の

結
集
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
モ
ー
ル
メ
ン
へ
行

く
に
は
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
を
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
よ
。
「
あ
の
険
し
い
山
で

は
救
護
班
が
全
滅
し
て
し
ま
う
」
と
、
国
境

軍
医
を
し
て
ら
し
た
隊
長
さ
ん
と
輸
送
司
令

官
の
二
人
が
撤
退
路
を
変
更
し
て
下
さ
っ
た

の
。
当
時
と
し
て
は
命
令
違
反
で
す
か
ら
大

変
な
決
断
で
す
。
「
い
ざ
と
な
っ
た
ら
二
人

の
う
ち
ど
ち
ら
か
が
腹
を
切
れ
ば
す
む
」
と

い
っ
て
ね
。

　

ま
さ
に
「
軍
隊
」
は
「
運
隊
」
な
の
よ
。

配
属
さ
れ
た
場
所
や
上
に
立
つ
人
に
よ
っ
て

下
の
者
の
運
命
が
決
ま
る
の
。
え
え
、
変
更

さ
れ
た
行
路
も
決
し
て
平
坦
じ
ゃ
な
か
っ
た

で
す
よ
。
ま
ず
、
激
流
の
シ
ッ
タ
ン
川
を
渡

ら
な
け
れ
ば
タ
イ
に
は
ゆ
け
な
い
。
チ
ベ
ッ

ト
か
ら
流
れ
て
く
る
こ
の
川
に
工
作
隊
が
鉄

船
と
板
を
つ
な
い
だ
橋
を
渡
し
て
く
れ
、
歩

行
で
き
な
い
重
症
の
方
の
「
助
け
て
」
と
い

う
言
葉
を
振
り
切
っ
て
渡
っ
た
ん
で
す
。

　

当
面
の
食
糧
と
な
る
米
と
岩
塩
、
わ
ず
か

な
日
用
品
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
大
切
な
日

赤
看
護
婦
の
制
服
を
油
紙
に
包
ん
で
収
め
た

背
嚢
（
は
い
の
う
＝
背
負
い
袋
）
を
背
負
い
、

雨
の
降
り
止
ま
な
い
密
林
を
越
え
、
山
や
川

を
越
え
、
一
人
の
落
伍
者
も
出
す
ま
い
と
、

マ
ラ
リ
ア
や
ア
メ
ー
バ
ー
赤
痢
が
重
症
化
し

た
看
護
婦
二
十
人
を
ロ
ー
プ
で
数
珠
（
じ
ゅ

ず
）
つ
な
ぎ
に
し
て
ね
。
タ
イ
の
チ
エ
ン
マ

イ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
二
十
五
日
間
、
た

だ
本
能
の
ま
ま
に
野
宿
を
し
な
が
ら
四
百
キ

ロ
を
歩
き
通
し
ま
し
た
。
途
中
、
食
糧
も
底

を
つ
き
、
日
用
品
を
食
糧
に
換
え
て
し
ま
い
、

「
死
に
装
束
」
に
と
手
放
さ
な
か
っ
た
制
服

だ
け
が
背
嚢
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

統
一
行
動
を
と
っ
た
私
た
ち
日
赤
救
護
班

は
、
マ
ラ
リ
ア
の
脳
症
で
死
亡
し
た
一
人
を

除
い
て
、
全
員
が
生
還
で
き
た
こ
と
は
奇
跡

と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
い
ま
考
え
る
と
、
半

病
人
の
よ
う
な
私
た
ち
に
、
あ
の
強
行
軍
が

…
…
と
思
い
ま
す
が
、
人
間
、
ギ
リ
ギ
リ
に

な
る
と
す
ご
い
底
力
が
出
る
も
の
な
ん
で
す

ね
ぇ
。
あ
の
と
き
の
記
憶
は
途
切
れ
と
ぎ
れ

で
す
。
た
だ
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
岩

塩
を
溶
か
し
た
塩
汁
に
入
れ
る
野
草
の
採
り

方
を
「
虫
が
喰
っ
て
る
の
は
大
丈
夫
だ
」
と

護
衛
の
兵
隊
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

と
、
身
を
横
た
え
た
土
の
軟
ら
か
さ
。

　

大
地
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
も
の
な
の

ね
、
ふ
ん
わ
り
と
し
て
て
、
暖
か
く
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

お
わ
り)

私
か
ら
の
伝
言

私
か
ら
の
伝
言

　
　
　
　
　
　

小
沢　

つ
ね
子

さ
ん

１
９
２
２
年
（
大
正
11
年
）　

辰
野
町
に
生
ま
れ
る
。
86
歳

（
２
０
０
９
年
４
月
記
）

ギ
リ
ギ
リ
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
と
人

間
っ
て
す
ご
い
底
力
が
出
る
も
の
な
の
よ

（
５
／
５
）
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ト
マ
ト
と
甘
酒
の
豚
生
姜
焼
き

　

【
材
料
】(

２
人
分)

　

豚
肉
こ
ま
切
れ　
　
　
　

200
ｇ

　

ト
マ
ト　
　
　
　
　
　
　

１
個

　

甘
酒　
　
　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
２

　

し
ょ
う
が
す
り
お
ろ
し　

１
片
分　
　
　
　

　

こ
し
ょ
う　
　
　
　
　
　

少
々

　

し
ょ
う
油　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
１
・
５

　

酒　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
１

　

大
葉　
　
　
　
　
　
　
　

２
～
３
枚

　

油　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
量

　

【
作
り
方
】

①�

豚

肉

に

甘

酒
、

し
ょ
う
が
半
量
、

こ
し
ょ
う
を
揉
み

込
み
10
～
15
分
お

く
。
ト
マ
ト
は
一

口
大
に
切
り
、
大

葉
は
千
切
り
に
す

る
。

②�

フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
油
を
ひ
く
。
豚
肉
を
炒

め
火
が
通
っ
た
ら
ト
マ
ト
と
し
ょ
う
油
、
酒

を
入
れ
、
さ
っ
と
炒
め
る
。

③�

残
し
て
お
い
た
し
ょ
う
が
と
大
葉
を
散
ら
し

て
完
成
で
す
。

　

甘
酒
と
豚
肉
の
組
み
合
わ
せ
で
お
肉
が
柔
ら

か
く
な
り
ま
す
。
疲
労
回
復
や
腸
内
環
境
の
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
免
疫
力
ア
ッ
プ
で
暑

い
夏
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

清
水
真
実

簡
単
料
理
で
元
気
ア
ッ
プ

　

Ｎ
さ
ん
（
66
歳　

男
性
）
は
数
年
前
か
ら
、
医
療

保
険
に
よ
る
訪
問
看
護
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

嚥
下
障
害
が
ひ
ど
く
な
り
、
だ
ん
だ
ん
痩
せ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
、
65
歳
の
誕
生
日
を
待
っ
て
、
そ
の
日

に
介
護
認
定
の
申
請
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
が
ケ

ア
マ
ネ
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
障
害
者
と
し
て
永
い
こ
と
不
自
由
な
生
活
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
65
歳
に
な
ら
な
い
と
介
護
保
険
制

度
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
で
す
。
誤
飲
性
肺
炎
を
起
こ

し
、
長
期
間
の
入
院
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
寝

た
き
り
に
な
り
、
胃
ろ
う
で
栄
養
を
取
る
重
度
の
障

害
者
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
る
で
介
護
保
険
制

度
が
利
用
で
き
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
で
し

た
。
「
介
護
度
５
」
の
最
高
ラ
ン
ク
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ｎ
さ
ん
は
生
後
８
カ
月
の
時
に
「
は
し
か
」
に
罹

り
、
高
熱
が
原
因
で
脳
性
麻
痺
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
あ
の
当
時
は
薬
ど
こ
ろ
か
食
べ
物
も
な
い
時
代
で

し
た
。
時
代
が
悪
か
っ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が 

あ

り
ま
せ
ん
。
」
と
80
代
後
半
に
差
し
掛
か
っ
た
母
親

が
悲
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
さ
ん
の
お
世
話
は
今
ま
で
母
親
が
し
て
い
ま
し

た
が
、
重
度
の
障
害
に
な
っ
た
Ｎ
さ
ん
の
介
護
は
と

て
も
出
来
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

施
設
に
は
お
い
そ
れ
と
入
れ
ま
せ
ん
。
ラ
イ
セ
ン
ス

を
持
っ
て
働
い
て
い
た
妹
さ
ん
が
お
仕
事
を
や
め
て

介
護
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
ゃ
べ
れ
な

い
Ｎ
さ
ん
は
そ
れ
を
悲
し
が
っ
て
、
天
井
を
指
さ
し
、

あ
の
世
へ
行
き
た
い
と
意
思
表
示
す
る
の
で
す
。

　

ご
自
分
の
人
生
を
犠
牲
に
し
て
お
兄
さ
ん
の
介
護

を
す
る
決
心
を
し
た
妹
さ
ん
の
や
さ
し
さ
に
頭
が
さ

が
り
ま
す
。
介
護
負
担
を
な
る
べ
く
少
な
く
て
済
む

よ
う
に
、
そ
し
て
余
り
他
人
が
頻
回
に
入
る
こ
と
を

ス
ト
レ
ス
に
感
じ
る
母
親
の
た
め
に
１
日
に
１
回
、

１
時
間
の
訪
問
看
護
の
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

看
護
師
は
ま
ず
吸
引
を
し
て
気
管
支
に
た
ま
っ
て

い
る
痰
を
取
り
除
き
ま
す
。
オ
ム
ツ
の
代
わ
り
に

サ
ッ
ク
式
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
サ
ッ

ク
の
取
り
替
え
の
時
、
陰
部
を
良
く
洗
い
ま
す
。
便

は
週
２
回
浣
腸
し
て
摘
便
で
出
し
ま
す
。
そ
の
他
に

清
拭
や
洗
髪
な
ど
１
週
間
の
計
画
を
立
て
て
行
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

妹
さ
ん
に
は
１
日
２
回
の
胃
ろ
う
か
ら
の
栄
養
注

入
だ
け
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
腰
痛

も
ち
の
妹
さ
ん
は
、
オ
ム
ツ
交
換
が
い
ら
な
い
の
で

「
お
陰
で
助
か
り
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
な
に
や
か
や
と
「
わ
ー
わ
ー
」
と

い
っ
て
細
か
な
用
事
で
呼
ば
れ
ま
す
。
時
々
痰
の
吸

引
も
必
要
で
、
家
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

Ｎ
さ
ん
に
は
時
々
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
長
く
介
護
を
続
け
る

た
め
介
護
か
ら
開
放
さ
れ
、
自
分
の
用
事
を
す
る
時

間
が
必
要
と
思
い
計
画
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
長
い
こ
と
外
に
出
た
こ
と
の
な
い
Ｎ
さ
ん
は
、

嫌
が
っ
て
大
騒
ぎ
し
、
抵
抗
さ
れ
る
の
で
す
。
母
親

は
「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
っ
て
涙
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

「
大
丈
夫
。
そ
の
う
ち
に
慣
れ
て
き
ま
す
。
い
つ

か
施
設
に
入
っ
て
も
ら
う
時
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
か
ら
、
慣
れ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
励
ま
し
て

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
さ
ん
は
４
回
目
く
ら
い
か
ら
は
よ
う
や
く
お
と

な
し
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
妹
さ
ん
の
顔
つ
き
に
緊
張
が
取
れ
と
れ
、
明
る

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

利
用
し
て
い
る
時
、
友
人
と
一
泊
旅
行
を
楽
し
む
気

第
７
回　

「介
護
疲
れ
を
予
防
す
る
計
画
を
」

持
ち
の
余
裕
が
で
き
た
よ
う
で

す
。

　

母
親
の
介
護
が
必
要
に
な
る
と

き
が
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
相

談
の
上
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
申
し
込
み
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
600
番
目
の
順
番
待
ち
と

の
こ
と
で
す
。
妹
さ
ん
に
は
お
体

を
大
事
に
し
て
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ

て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

〈
ケ
ア
マ
ネ
の
独
り
言
〉

　

先
日
、
飯
田
地
域
で
悲
惨
な
事

件
が
お
き
ま
し
た
。
障
害
者
の
30

才
代
の
息
子
を
70
才
代
の
母
親
が

首
を
し
め
て
殺
し
、
自
分
も
自
殺

さ
れ
た
の
で
す
。
息
子
さ
ん
の
病

名
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
30
才
代

だ
と
介
護
保
険
制
度
は
使
え
ま
せ

ん
。
評
判
の
悪
い
自
立
支
援
法
を

利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？　

詳
し
い
情
報
は
入
り
ま
せ

ん
が
、
訪
問
看
護
や
ケ
ア
マ
ネ
の

仕
事
を
し
て
い
る
と
、
ど
う
し
て

介
護
殺
人
が
防
げ
な
か
っ
た
の
か

と
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。

　

65
歳
以
下
で
も
病
名
に
か
か
わ

ら
ず
、
障
害
あ
る
方
が
同
じ
よ
う

に
介
護
保
険
制
度
を
利
用
で
き
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
存
在
が
介
護
殺
人
を
防

ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

(
2
0
0
7
.
0
2
.
1
7
 
S
a
t
u
r
d
a
y
)

※
次
回
は
「
お
わ
り
に
あ
た
っ
て
」
を
掲
載

（
南
信　

今
村
洋
子
）
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〈タテのカギ〉
① 軍隊に属する人を指す一般的な呼び名。
② 観賞用では新潟県中越地方、食用では長野県佐久が
有名。

③ 『千夜一夜物語』の一編、魔法のランプと言えば。
⑥ 音を表す仮名文字、平仮名とともに現代日本語の基
本的な文字。

⑧ もとはフランス語、「長期休暇」「避暑・保養の旅」の意。
⑩曲やリズムと結びついて感情や物語を伝える言葉。

〈ヨコのカギ〉
① 移設で貴重な海の環境破壊、軟弱地盤での安全性と
巨額費用が指摘。

③ 食品に含まれる苦味・渋味・えぐ味などの不要な成分、
「灰汁」

④昨年は不漁で高価でしたね。サケやマスなどの魚卵。
⑤ ○○の渡り。乗鞍高原と奈川をまたぐ白樺峠はバー
ドウォッチャーの聖地。

⑦  N 極・S極や電流の周りに必ずできるもの。磁界。
⑨建築材・家具材・工作材など広く用いられる。
⑩ この問題は重要であり、このまま〇〇〇できない。
⑪ 田畑で鳥獣を追い払うために立てる人形。
⑫棒に向かって投げ入れ、入り方や位置で得点を競う。
⑬ インド原産の夏野菜の代表で、紫色の野菜。

正解者　17 名　当選者（３名）は、はるさん、
武井房子さん、猫のヨチさんでした。おめ
でとうございます。クオカード５００円を
お送りします。

前号の正解（178 号） 　かみこうち
今号の締め切り　８月 10 日（月）必着

1 2 3 4

4

5 6 7 8

9 10

11

12 13

Ａ Ｅ

ＤＣ

Ｂ

Ｇ

　
　

利
用
者
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に

　

介
護
職
に
は
様
々
な
資
格
が
存
在
し
ま
す
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
資
格

で
は
「
何
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
聞
か
れ
る
と
、
正
直
何
と
答
え
て
よ
い
も
の

か
悩
み
ま
す
。
あ
る
人
は
『
何
で
も
屋
』
と
答
え
、
あ
る
人

は
『
調
整
役
』
と
答
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
認
定
を
受
け
た
利
用
者
の
望
む
生
活
を
支
援
出
来
る

よ
う
に
、
利
用
者
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
つ
な
ぐ
調
整
役

(

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供)

を
担
い
、
利
用
者
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と

私
は
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
で
利
用
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
有
料
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
利
用
者

が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
存
在
を
伝
え
、
利
用
者
と
一
緒
に
「
何
が
し
た
い
の
か
」
「
何

を
す
れ
ば
生
活
の
満
足
度
が
向
上
す
る
の
か
」
を
考
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
ま
す
。
最
初
は
１
本
の
繋
が
り
し
か
な
い
関
係
で
も
、
少
し
ず
つ
そ
の

人
の
考
え
方
や
希
望
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
緻
密
な
ネ
ッ
ト
に
で
き
れ
ば
最
良
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
だ
、
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
行
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
現
状
な
の

で
す
。
何
故
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

利
用
者
が
望
む
の
は
若
い
頃
生
き
生
き
と
働
け
て
い
た
自
分
で
す
。
た
ぶ
ん
私
も

齢
を
取
れ
ば
同
じ
よ
う
に
若
い
こ
ろ
の
自
分
に
戻
り
た
い
と
思
う
の
で
、
そ
こ
に
た

ど
り
着
け
れ
ば
一
番
良
い
の
で
し
ょ
う
が
、
若
返
り
の
薬

で
も
な
い
限
り
昔
の
自
分
に
は
戻
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
齢
を
取
っ
て
得
た
も
の
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ

を
大
事
に
し
て
い
け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
、
「
楽
し
い
」
「
嬉
し
い
」
を
一
緒
に
模

索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
出
来
る
の
が
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
考
え
て
い
ま
す

居
宅
介
護
支
援
事
業
所(

中
信)

　

林
千
鶴
子

Ｆ

〈応募方法〉タテ、ヨコのカギを解き、Ａ～Ｇを順番に並べて

言葉 ( 答 ) を完成させてください。正解者の中から抽選で３

名様にクオカード 500 円をプレゼントします。

　 答、氏名、住所とともに日常の出来事や「かがやきながの

ニュース」の感想などを書き添えてください。

宛先　〒 381-0024　長野市南長池 761-3　長野県高

齢者生活協同組合「クロスワード」係　fax026-263-2385

　E メール　kagayakinews@nagano-koureikyo.jp こちらからも
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孫
の
招
待
で
諏
訪
の
温
泉
へ

　

先
日
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
が
、
今
日
は
外
に
い
ま
し
た
ら

郭
公
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
４
月
末
に
は
良
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
社
会
人
２
年
目
の
孫
が
私
た
ち

家
族
を
諏
訪
の
温
泉
へ
連
れ
て
行
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
温
泉
付
の
お
部
屋
で

最
高
で
し
た
。　
　
　
　
　
　

（
は
る
）

　

鎌
田
先
生
の
講
演
を
聴
き
た
い

　

東
信
に
住
ん
で
い
る
が
「
鎌
田
寛
先

生
」
の
講
演
を
う
か
が
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
武
井
房
子
）

　

楽
し
み
な
家
庭
菜
園

　

ほ
ん
の
少
し
で
す
が
、
家
庭
菜
園
を

始
め
ま
し
た
。
実
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　

（
赤
井
美
智
子
）

　

効
果
的
な
ク
マ
の
出
没
対
策
を

　

ク
マ
の
出
没
が
生
活
の
中
の
脅
威
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
見
つ
け
次
第
、

駆
除
す
べ
き
だ
。
個
人
の
判
断
で
も
出

来
る
よ
う
に
法
律
を
変
え
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
。
ま
た
、
個
体
数
管
理
を
し
っ

か
り
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
れ

で
初
め
て
「
共
存
」
と
い
う
こ
と
も
可

能
に
な
る
。
何
の
政
策
も
な
い
「
鳥
獣

保
護
」
や
「
共
存
」
は
無
責
任
で
あ
り
、

自
分
た
ち
の
首
を
し
め
て
い
る
。

（
古
岩
井
か
お
る
）

　

懐
か
し
の
上
高
地

　

上
高
地
を
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。
松

本
に
勤
め
て
い
た
の
で
、
北
ア
ル
プ
ス

を
登
山
し
ま
し
た
。
上
高
地
は
冬
も
行

き
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
を
解
い
て
懐
か
し

い
昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
朝
比
奈
卯
一
）

　

収
穫
が
楽
し
み
な
９
種
類
の
野
菜

　

傘
寿
を
超
え
ま
し
た
が
、
９
種
類
の

野
菜
を
植
え
付
け
、
収
穫
が
楽
し
み
で

す
。
東
京
、
千
葉
の
孫
た
ち
に
送
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
「
高
齢
者

の
健
康
生
活
」
を
毎
号
待
ち
遠
し
く
読

ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
回
で
終
了
と
の

こ
と
残
念
で
す
。　
　
　

（
関　

和
夫
）

　

毎
年
カ
レ
ン
ダ
ー
は
ち
ひ
ろ

　

安
曇
野
の
ち
ひ
ろ
美
術
館
は
、
何
度

も
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
今
で
は
毎
年

カ
レ
ン
ダ
ー
は
ち
ひ
ろ
カ
レ
ン
ダ
ー
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
ね
き
ち
）

　

第
３
の
人
生
の
楽
し
み

　

会
社
を
退
職
し
て
17
年
が
経
ち
ま
し

 

つつ  

ぶぶ  

やや  

きき

　

つ
い
最
近
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。

高
齢
協
の
事
業
は
、
人
を
観
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
の
だ
と
…
。

　

お
弁
当
配
達
で
同
行
し
た
日
が
あ
り
、

約
50
か
所
お
届
け
し
た
。
５
分
の
１
程

し
か
家
を
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ

配
達
の
み
な
さ
ん
は
こ
う
も
覚
え
ら
れ

る
の
か
感
心
し
て
そ
の
話
を
し
た
。

　

み
な
さ
ん
は
、
家
や
道
を
覚
え
る
だ

け
で
な
く
、
お
届
け
し
た
利
用
者
さ
ん

の
顔
や
人
柄
や
環
境
を
知
り
、
そ
の
家

を
覚
え
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
知
っ
た
。

安
否
確
認
は
そ
の
人
の
顔
や
性
格
な
ど

を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
事
。

お
弁
当
を
作
る
人
も
こ
の
人
は
最
近
注

文
な
い
ね
と
か
、
ご
は
ん
大
盛
の
は
ず

だ
け
ど
と
か
、
会
っ
た
こ
と
は
な
く
て

も
覚
え
て
い
る
。

　

配
食
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
や
生

活
支
援
も
人
を
観
て
仕
事
を
す
る
の
は

同
様
で
、
そ
れ
が
高
齢
協
の
仕
事
だ
と

感
じ
た
一
日
だ
っ
た
。　
　

小
林
雅
典

た
。
第
２
の
人
生
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
、
今
年
か
ら
第
３
の
人
生
で

す
。
町
の
講
座
を
受
講
す
る
の
が
楽
し

み
で
す
。　
　
　
　
　

（
猫
じ
ゃ
ら
し
）

　

新
緑
の
季
節
が
続
き
ま
す
よ
う
に

　

新
緑
が
美
し
い
季
節
、
ウ
キ
ウ
キ
す

る
毎
日
で
す
。
こ
の
爽
や
か
な
季
節
が

少
し
で
も
長
く
続
き
ま
す
よ
う
に
…
と

願
う
ば
か
り
で
す
。　
　
　

（
な
ご
み
）

　

サ
イ
ズ
が
合
わ
ず
下
着
に
苦
労

　

胸
の
膨
ら
み
が
薄
い
た
め
、
締
め
付

け
る
も
苦
し
い
し
、
ゆ
る
め
だ
と
寒
い

し
、
最
近
サ
イ
ズ
合
わ
ず
下
着
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。　

（
細
身
の
ば
ぁ
さ
ん
）

　

大
政
翼
賛
国
会
の
危
機

　

戦
争
に
近
い
、
憲
法
改
悪
が
近
い
、

阻
止
に
力
を
合
わ
せ
な
い
と
、
ま
す
ま

す
大
政
翼
賛
国
会
に
す
す
む
危
機
感
。

 
(

猫
の
ヨ
チ
）

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
楽
し
み

　

若
い
頃
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
し

て
い
た
の
で
す
が
、
も
う
お
世
話
に
な

る
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
長

野
県
は
素
晴
ら
し
い
。
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

長野県高齢者生協組合員数

　　　　(2026 年６月末現在 )

全　県　　３,８８０人

北　信　　２,１７０人

中　信　　　  ７５６人

東　信　　　  ６８２人

南　信　　　  ２７１人

その他　　　  　　１人
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 中期計画３本の柱

１．高齢者のニーズに応えた組合員活動と事業の展開

　「地域福祉の生協」として組合員同士の支え合いを基盤にし、暮らしに密着したサービスと事業を一

体的に展開します。組合員活動と事業を相互に循環させ、地域に必要とされる組織を目指します。従来

からの硬直した活動・事業に陥ることなく、「協同労働」の視点で新たな取り組みにチャレンジします。

〇�つながりと生きがいを生む組合員活動の強化を目指し、市民活動及び組合員活動を一時的な交流にと

どめず、「集う場づくり」「支え合い」「社会参加」を柱に多面的に展開します。

〇�財政基盤を支える事業の安定と発展を行うため、既存の事業の見直し・修正を図るとともに、介護保

険制度では対応できないニーズを事業として具現化します。

〇�ニーズに応じて進化し続ける運営を進めるため、現場を支える職員と地域の組合員の声を起点に、柔

軟かつ継続的に活動・事業を見直し、地域組織や地域福祉の活動者とのつながりを深めます。

２．経営基盤の強化と安定的運営

　組織強化は、この「中期計画」の重要な柱です。盤石な体制を構築し、経営基盤を強化します。組織

の基本は「人」であり、「集める」「育てる」「続けてもらう」をキーワードとし、多様な就労形態の導入、

管理者・リーダー育成の体系化、面接・ＯＪＴ・研修の充実、「協同労働」を実感できる職場づくりを

行ないます。人材育成プログラムをはじめとした学習・研修の取り組みも具体化します。

〇�「赤字からの脱却」⇒「安定的黒字化」⇒「持続的成長」を段階的に進め、一部の業態や事業所の収

益に支えられる事業構造ではなく、全ての事業所が「自立的経営」を目指します。

〇数字に基づく経営判断の徹底や現場と理事会が一体となった「協同労働」の実践を目指します。

〇長野高齢協の未来を支える人財への投資を積極的に行ないます。

３．協同の力による社会的課題の解決

　地域住民の暮らしを守る立場から、制度や社会のあり方そのものにも目を向け、協同の力で社会的課

題の解決に取り組んで行きます。個々の声を集め、世論を喚起し、連帯した行動につなげていきます。

〇�介護、医療をはじめとする社会保障制度の充実、核兵器禁止条約への署名および批准を求める運動、

気候変動危機に関する学習、「長野高齢協ＳＤＧｓ宣言」に基づく実践、高齢者の人権が保障される

社会を目指す運動に取り組みます。

　第７次３か年計画の策定にあたっては、これまでの理事会を中心に作成してきた進め方ではなく、こ

れからの長野高齢協を支えて行く各地域センターから選出された職員８名と理事５名の計 13 名で構成

する策定委員会で作り上げたものです。各委員は自らの意見だけでなく、就労職員や組合員から聞き取っ

た声も反映させました。委員会では数多くの意見が寄せられ、その一つひとつの大

切な思いを可能な限り本「中計」に盛り込みました。そのため、資料編も合わせる

と 38 ページにもなるため、ここではほんの一部の紹介です。

　全文は長野高齢協のホームページをご覧ください。　(右上の二次元コードからも見られます )

長野県高齢者生活協同組合 第７次３か年計画（2026 ～ 2028 年度）(抜粋 )

３か年計画 資料編

連載中の「コラム 協同組合の運営原則」はお休みしました。


